
二 宮 附 近 の低 地 地 形
一 地形 蒐轟 曳旦 地 盤 聾薗 -

森 孝目 昭 子 ･

毅東 大磯 池 亀o)地 形 環 び 敵 襲 の研 究 掻 始 ど太一執 政 之助 現に よ り慈 され 地

線 内一都 に華 存 する 琴蔭 薗 芭必 打 をさ れ 亡 いると同 時に との 他覚 娃( み たてら

れこ u る, 薯 宙は大 麻 ,鞄澱 帝 級 の地巌 で 大底現 に よ りヰ封 覆 面 ･発汗凍 陀

鮭原画 虹 して -癒 して敢取 捌 われこい葛 海 に つい て ､ 専衷 昏 玖蜂 B)地 形発草

炭が こ lj)地盛 でg)地 盤感骨 を 萄き ちカ＼に しようと 試 31. 現地 e g)痩解尽が健

贋物 q)殻壷を ね こ意 つ 室 . と の轟 菓茨 q ここがあさらかに 在 った一 つま り.

大磯 梗港南敏 巧藤馨低地 は三 観 0)地御 薗 一膚 摩 平野闇 と干孔を 璃解 して 粥威

され た=孜 0)河岸 鉄血 面 一 に倉 け ら町 沖頗 普 初潮 に樟 藤 に お ゝわ れ たが と

0)硬 三圏 の 面旬 F:た か まる療 養相 対 衝 隆定 盤葡 に よ り低 地地 粥が御感や れ E=,
セ.ゝ ス

や尿-bF. 地 形車 重か ら狩 りえた地 盤埋歯 と大 地敬 o)廉 の敦 位豊 とは 同 じ方画

で ある,

那 須 扇状地北部 の土壌調査

三鈴 不 友 子

5.ユ弟査鹿 威恕 よが宅 の 商且 の東 商 ･地 質

弟 尊触感 屯 呼杷 i Lt北都 には華魂 硬 渡 短慮 山嵐 よ り成る朝 原 ,k Lh番 が､

ヌ北西朝 に 妃 尚岩 よ tj或 る大鹿樺 山 等 Q)締妨 ふ地 . 番肇 に高 尿 欠品寮 か ある.

葡 査地線 で あ る戸 田地 啓 澄､ 宅 の耶 摩 択LL明 確 敵 忍 取れる郡 同 州 良, 轟廉

火山 の 繁藤 藍廃れ各 藩 用 とに 留ま れ 患部 額廃水地のや に わuて ･虹邸 の郡 爾

lHF:よ為廟 米 地面 で 寄る欠 沢海 にある, こ の矢 沢面を 簸親 し こいるも 0)筒饗

面 か ら表 土 伊藤 ､東上 .伊藤 と怒 って い る, こ ⑦ こ もか ら鹿氷 塊 薮面 の凍

膚 払下 に は穐 成 火 山 沢が あ っt . 碑 釈辛 に疎 の渡衷 釈街 わ れ監私署 も られ る.

又鶴 亀破 滅 乙 と 5)薗虹 の簸 藩で 笹 森.膚 Q)上 に 且威 火 山 灰 ⑦存在 盈 解 ちか に◆

婿贋 で 喜る 泣 こう 首藤仇

喜丑土敢

予痩地泉絵,葡麓触感 金棒 に喪葡 一再尭方 角F:ZOC別 間帝 のメタ5,ユ盤

町 す巨 突泉 の ヱ/之塵 界 やあ ったか: 爽線 に礁 土 を 草色の 経 /# ∫池 魚でPH

L22)



車エ華 厳牽. 強 度 令姉 蜜 の圃 監 盈行っ た,

a)pf]

大潮 Jか の サ ン プO,L滝 4,2 - i,之 0)鞘 に あ り大 麻 乾酪 粗 と いえ る. 鹿 葛を線

痕 も脚 地 モ鑑敦 す る 直線 鹿 で は 5･軒 j % ま で が Jto 珠下 , 将塵で 滝 5-/､30/0

が f･o玖上 で あ り, よCを 魔 に して 関 ら れ 息 肇 考 が み られ る. 輝 線 o)車 で 同

港 b(JtTさし＼か細 LL1か 泣 し＼うこ､乙 にi:るPHの妾 は 練 と んぎ B･.か っを.

戒).大 工 腰 畝 賓

pガと 大 工原 敢 渡 せ は ぽ ゞ平 行 療 嬢 にあ る虹 い う轟 巣 が 出て あ ま り帝周 豪 も

a)笹 見 られ を 射 ったD か 番 g)上 か らみ そ 竜 大 して 敵 城 輩 らし 患 も の は 出てこ

豪 t入,

C) 激 最､かれ

A/♂.チ.03サ ン了｡)Lだ け に つ Uhこ し劉 空き 家 かづ 藍 が 亀篠 渡 に よ っ て老 釣

上改 名 & 5め る羊 - ケレ軸 物 と在 る C しか し艮域 火 山現 の土姓 甘 C磨毎
_島崎ナし東は Aか馴れで あ り浮石 改 盈食 む療 &.を 練 げ は.磯 の渡 ゝ して いる こ こ は

盈 いb これ ら の こ と老 君 え 巻 と, わず か i地 象 か らのサ ン79ル食 酢 の厳 寒飢

らで は 奄 る武 こ の地 政､のき 壊 各新 株 鈍 東 いわ れ て また よ う恵 良 或 火 山 灰や

は を くく ､廓 武 威老僧 Q)妙 味 癌 斎 藤 ここ 淡 火 Li,取を 食 む ) に由菜 し葱 土 蔵も

奉 る 良 し＼う こ こが い え る のな 1諾意か ろ う礼

読)凍

いち し＼ろ豪題 壷 ,%渡 役 蜜 み て卦 た が. 太 さ 恵襖 につ い て 庫 綜 っき り した轟

査 浮 出東 森 か つ 毛 , 轟 亀 /oO-100㌢ 疫 の サ ンプojL車 に食 ま れて いる 廉 の
み芝扱っ たが と の置 喪0)療 挿 入カ で K り さる ことが 東 泉 を い も 見 えて 蝉 坤 も
嵐 鹿 屯 は ほ をん 資産が 恵 th. 旦卑 充 観 分布 図を 醇 威 して み る と廉 の 象 小鮒持

碁覇が きれ ざ れに 怠 っ て い t は っ き り し豪 いが ､鹿 の/F い 部将 っ 葦 が って 1,㌔

る ら し＼･＼｡

菟土 0)i 鹿 と鹿 層 の 溌 さ と に題 ブ いこ こ の 際藍 の土壌 墜 倉 を解 っ た番 唐 賓

猟 と しこ､ 滝 部 S之卑硬 帝境 液 土 濠 癖 査 帝 軽 電 貯 ある. ¥ 粒 による と戸 乳 唾

区 (戸 田 膚粛 )榛 東 U)∫霞 に官金 さ れる.
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色) 鹿 賀

サ ン7OjL呼 物 長 径 よ こ'7L以上 g)夜 境を誘 ヾ 色感 馨. 大潮 各が 后喪観象 薫

奥内線溶感. 釈紋凝 . 兼 擁壁鼻 骨. 那須,kJJの巌 質 であ る壕 JJ素顔統 q)廠 ‡ま

仝 (呑 まれ て い葦か っ た D このこ とか ら, 表層 鹿蚤 を親 政す る魂輿 ,D圃 射 議

長 卑 戒 心 附艦 の虞 窺 岩贋 首同 じで あ っ千､ 二の鹿威 濫費飽 流下 L患 部常用の

壁破威 容旗 である t Llえる

製 条索 の研 究
一 同/各市 につ しtて -

臆 し壌 光 子

鵡各市●に む ける報 糸嚢 7)鎖 や､戯 后 の舞鶴南桑葡 哲で 萄る, 戦 凍寒 は,普

ー双 六戦 面 ｡)慈 威 し久康 の rJ<苛や 和 を醜 け 謂和 経 線屯 へ て 敬 承化が鑑められ

腰 陳 平 功 敵 背 の 軍 事 化 句中 で本 科 荏平都 産常 として. 恩赦に 感 タやjL/て いく

a)で ある鋸 と 竹中で賓 太 主 観 0)-収 ま瑚 漁 l上 やカ＼奥本 i7＼ら登 寒 さ拙 戦

帯 ヰに.は､ 統 制法 の 鹿轟 .7)下に. 天 壌 本 o)独 占敏 文霞 が 席 bれ 幼 鷹 接 戦

糸貰 刊本撮 0)や モ . と の茨配 は憶 ヾ埼 寵 やれる状 態 こ倣 糸嘗 全体 は鵡 ljP構内

に奄 るg)で ある窄 その耐F:. 厳 療中 線削 絢に 観永覚 0)税 利 鑑も ll萄灯られ

た乎JL蛍萄 壕 は相 当 の立直 t)老 みせ. 製 糸鴬 に あ いて. いろ いろ 良寛境 で同

感 藍憂 げ､か け て いB, こ 0)点 に おいて 飼各 市に清 に要 しし＼ でこ で この何題

を駕え るた めに. 厳 降 車, 華 后 の岡 JA 市 LO戦糸葛 の喪化を み よ う 乙 した ,

しか し, こ の調査饗宙 恥 とのうちのぽんb-潮 で.幣 に潮 時や 0)綴蝋o)

温登を 中 足乱 した 療観 象 をちべt -diE F:す ぎ 養 い, 帝 F:激 高 Q)や Jh慧者 0)立

直 L)Q)感電についこFi.非 常に不 十 舟 で こ功葡拳報竜⑦中 から, 何 らか の

ま虹譲 った縫線を ひ,き 出す ことは東宮 国軍 モ番号

しか し奄が ら. こ′れだ けq)芥 十各 を粛 慶 のやからや 九 三え為 こ と区 域等

の感覚 の中で いか‖こ量清鹿渡 が 頚え ら1′tて い宋 粧 す 有 わ ち厳 李 というもの

間 いかrC産 寮 の承 督艦 をす ゝめるq q)で香 るか と いうこ虹Cあ る. 霊水,星間

簿 に登 .軽 の亡0)豊 壌陳 腐 巧発展に 頃 して の党感 しの豪 tit車で. 戦 爵漸 く出 て

見た ヰ止 血嘗 薄い っ′か Ihと⑦強豪凍 蒐 のせ 万盈て る q)で あ ろ う動 を し1うこ と

が大き底 閏葛 をLt凍 る.

(24)


